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超高層建物閉鎖型解体工法の開発

業 績
　超高層建物の解体工事は、粉塵や騒音の伝搬範囲や解体材飛散・落下時の危険影響範囲
が、従来解体より広範囲に及ぶだけでなく、エネルギー消費量等の環境負荷も通常より大
きくなる。
　本開発は、上記のような超高層解体特有の問題を解決するものであり、①近隣環境の保
全、②地球環境への配慮、③解体作業の安全性および効率向上を主眼に置いている。本開
発技術は、キャップ状の仮設構造物で建物最上部を覆い、閉鎖された空間の中で全ての作
業を行うことを最大の特徴としている。このキャップ構造は、各階の解体完了毎に一体で
自動降下するため、安全かつ効率的に下階の解体作業に移行することできる。また、キャッ
プ天井面に設けられた荷下ろし用クレーンは、発電機能を有しており余剰電力を仮設電力
として再利用可能である。
　本開発により、工事騒音を交通音程度に低減し、外部に飛散する粉塵量を 90％以上削
減することが可能となる。また、解体材等の飛散・落下の危険性をほぼゼロに抑える。
　本成果は、近隣住民に対する安心・安全の確保、ならびに工事電力やＣＯ 2 排出量削
減による地球環境負荷の低減に寄与している。

主要特許：特許第 5448193 号「仮設屋根支持構造」
主要論文：「超高層建物における閉鎖型解体工法の開発」 
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